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  2016年 9月 1日 

プレスリリース 
一般社団法人 日本原子力学会 

日本原子力学会は、社会的関心の高い科学技術である原子力の広範囲にわたる学術・技術専門家集団として

社会への情報提供を行うため、主要な活動等について、随時プレスリリースを行っています。 

今回は、「2016年秋の大会」開催のお知らせです。当学会では、東京電力福島第一原子力発電所事故につい

て、その収束と今後の教訓に資するため、学術的、技術的見地から検討を行っていますが、本大会においては、

現地委員会企画の特別講演や委員会セッションなどを無料公開いたしますのでご案内いたします。 

 

日本原子力学会「2016年秋の大会」開催 

無料公開セッションのお知らせ 

9月 7日～9日 久留米シティプラザ  

期日： 2016年 9月 7日（水）～9日（金） 

場所： 久留米シティプラザ（福岡県久留米市六ツ門 8-1）（http://kurumecityplaza.jp/） 

主催： 一般社団法人日本原子力学会（http://www.aesj.net/） 

 

特別講演 

9月 7日(水) 10:30～12:00 A会場 

「九州における重粒子線治療の現状」座長：石橋 健二（九大） 

重粒子線がん治療装置の現状と今後 金澤 光隆 （九州国際重粒子線がん治療センター） 

重粒子線がん治療―臨床研究の現状と今後 塩山 善之 （九州国際重粒子線がん治療センター） 

 

委員会セッション 

9月8日(木) 13:00～14:30 N会場【男女共同参画委員会】 

「HOW TO 男女共同参画―委員会活動からの各種提言」座長：大野 富生（福岡工大） 

原子力学会・女性比率の推移と現状 岩城 智香子（東芝） 

女子中高生夏の学校への参画 小林 容子（規制庁） 

原子力・放射線分野の「ロールモデル集」の作成 羽倉 尚人（東京都市大） 

男性の育児（家事や地域貢献も）参加へ向けて 黒崎 健（阪大） 

会員以外の活躍する女性技術者 吉田 浩子（東北大） 

女性会員増のための学会への提言 大野 富生（福岡工大） 

 

9月9日(金) 13:00～14:30 N会場【教育委員会，シニアネットワーク連絡会】 

「初等中等教育教員の原子力関連教育活動への支援」座長：木藤 啓子（原産協会）  

シニアネットワーク九州の対話集会活動―教員を目指す学生との対話 金氏 顯（SNW九州） 

教員養成と教員研修の現状と課題―中学校技術分野を中心として 藤本 登（長崎大） 

原子力立地県におけるエネルギー･原子力関連教育の現状と課題 山下 信久（鹿児島の社会科を元気にする会） 

新中学教科書における原子力･放射線関連記述の調査 工藤 和彦（九大） 

 

※その他のセッションについては、当学会「2016秋の大会」HPをご覧ください。 

http://www.aesj.net/activity/annual-meeting/next_meeting 

裏ページへ 

http://www.aesj.net/activity/annual-meeting/next_meeting
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大会を取材される報道機関の皆様へ 

 本大会の取材をご希望の際は、以下の手順でお手続きをお願いいたします。 

1．大会総受付（久留米シティプラザ 2F ロビー）へお越しいただき、受付担当者へ名刺をお渡しください。 

2．「取材申込用紙」に氏名・社名、取材を希望されるすべてのセッション名 （または会場名）をご記入ください。 

3．「報道関係者」の名札をお渡ししますので、名札を必ず付けて、取材希望セッション会場へお入りください。 

4．会場へ入られましたら、取材を開始する前に、当該セッションの座長またはセッション担当者・関係者へ必ず取

材の許可を得てください。また、同会場で複数のセッションを取材する場合は、その都度当該セッションの座長

またはセッション担当者・関係者へ必ず取材の許可を得てください。 

  個別の講演・発表として取材される際は、必ず各講師・登壇者および座長へ取材の許可を得てください。 

  会場内では、参加者のプライバシーへのご配慮をお願いいたします。 

5．取材が終了されましたら、総受付へ名札を返却してください。 

ご協力をよろしくお願いいたします。 

 


